
 

 

 

 

 

目指す児童・生徒像 

主体的に考え行動できる児童・生徒 

令和８年度 重点項目 

・「自分の考えを表現できる児童・生徒の育成」 

     今年度重点項目を受けて、重点的に取り組む内容に「☆」 

    取組項目 具体的内容 
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 授業研究 

年３回の参観授業を行い、主体的に考えて行動

できることを意図した授業での連携を深めてい

く。 

 
 読書指導 

読書をする環境を整え、落ち着いた中で読書習慣

を定着させ、豊かな感性、想像力、読解力の育成を

図る。 

 

☆ 小中共通のきまり 

小中学校一貫した生活指導、学習指導を行うため

のきまりや規律を共有し、小中共通した指導を行

う。 

児
童
・
生
徒
の
交
流 

 

 大鳥中生徒会による学校紹介 

大鳥中生徒会が中心となり、学校紹介用のパン

フレットや動画を作成する。これらを視聴すること

で、児童が中学校生活への理解を深め、見通し

をもてるようにする。 

 

☆ 
いじめ問題を考える 

めぐろ子ども会議 

小学５年生・中学２年生全員を対象にいじめ問

題を考える取組を共同で行うことを通して、一貫

していじめはいけないことであることを考えさせ

自覚を促す。 

教
職
員
間
の
相
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理
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 授業研究 

年３回の参観授業を行い、主体的に考えて行動

できることを意図した授業実践について連携を

深めていく。 

 

☆ 生活指導の情報交換 

生活指導面での情報交換や指導基準の共有を

行い、児童・生徒の生活の実態について共通理

解を図りながら、小中共通した視点で、９年間を

見据えた指導を行っていく。 

 

 児童・生徒の交流活動の充実 
児童・生徒の交流活動のあり方や、各行事の企

画・運営について情報を共有する。 

 

 
校長・副校長・教務主任・生活指導主任の 

連絡会 

校内での協議やアンケート結果などを持ち寄り、

校長、副校長、教務主任、生活指導主任の連絡

協議で「小・中連携子ども育成プラン」について

十分な検討、共通理解、推進を図る。なお教務主

任間、生活指導主任間で連絡会をもち、提案・調

整事項をまとめる。 

接
続
期
の
連
携 

 
 児童対象の中学校案内 

生徒会による学校紹介用のパンフレットや動画を活用

し、中学進学への希望をもたせ、不安などを解消する。 

 

 保護者対象の中学校説明会 

９月学校説明会、２月入学説明会をはじめ、年数回の

授業公開などを積極的に行い、中学校の様子を知っ

てもらう場とする。 

 

 担任連絡会 

３月中旬に大鳥中学校へ進学する生徒に関する情報

交換を担任等で行う。進学後の様子についても協議

会等で情報交換を行い、指導の共通理解を図る。 

 

 キャリア・パスポート 

小学１年生から中学３年生まで、発達段階に応じて

「なりたい自分」と前期・後期の振り返りを行い、９年

間を通じて自己の成長を感じ、可能性を伸ばしていけ

るようにする。 

 

☆ 
接続期の指導（４月～６月は中学１年

生、１月～３月は小学６年生で指導） 

１月～３月：小学６年生において、６年間の生活や学 

習を振り返り、中学校での新たな生活に向けて希望 

や目標をもたせる。 

４月～６月：中学１年生において、円滑に中学校生活

が送れるよう丁寧な学校生活のガイダンス、定期考査

に向けての学習の仕方などを指導する。また必要に応

じて学級担任との面談などを行う。 

家
庭
・
地
域 
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☆ 
ホームページ・学校だより等での情報

交換 

各校のホームページや学校だよりで「小・中連携子ど

も育成プラン」について周知を図る。またそれぞれの

取組を随時紹介する。連携校の学校だよりなどを紹介

する掲示板を設け、学校訪問者への周知を図る。 

 

 
地域教育懇談会との連携 

（つなフェスタ） 

地域教育懇談会主催の「つなフェスタ」を開催するこ

とで大鳥中学区の児童・生徒・地域とのつながりを深

める。 

＜ 振り返り ＞ 

 令和７年度の成果と課題 

カリキュラムの接続 

・小中連携の日を通して、「９年間の学び」を意識して取り組めたことに加え、各校の研

究開発についても情報交換できたことはとても参考になり、貴重な連携になった。 

・「学習用情報端末の活用（ルールやマナー、授業や自宅学習等への活用）」及び「学

習や生活のきまり」について今後も情報交換を密に行い、よりよい活用やスムーズな

接続を行いたい。 

児童・生徒の交流 

・「つなフェスタ」について児童の認知を高めるべく、連携して事前通知ができた。 

・めぐろ子ども会議では、中学生のリーダーシップのもと、小グループでの意見交換を

通して参加児童が主体的に考え、意識を高めることができた。今後も児童・生徒が主

体的に考える機会とし、いじめ防止の意識をさらに高めたい。なお、各校の地域への

告知が統一できなかったことが課題であるため、来年度、改善していく。 

教員間の相互理解 
・年３回の連携の日について、引き続き、授業提供校の負担軽減や焦点を絞っての意見

交換等、効率化を図って実施することができた。 

接続期の連携 
・小６担任と中１担任間で進学前後の丁寧な情報交換ができた。 

・各取組について、今後も情報共有、意見交換を通してさらなる改善に努めていく。 

家庭・地域との協力 
・大鳥中学校区にて連携している取組への認知が低い傾向にある。認知度を高めるた

めにホームページの掲載項目の統一やあらゆる機会を通しての情報発信を積極的

に行う。 

 

 大鳥中学校区 小・中連携子ども育成プランの具体的内容 （令和８年度）      


